
やまとごころとからざえ

和魂漢才
－京都・東アジア　　　の考古学－

公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

　　設立 35 周年記念講演会・シンポジウム

１　テーマ：和魂漢才－京都・東アジア交流の考古学－　
２　日　時：平成 27 年 11 月 29 日（日）12:30 ～ 16:30
３　主　催：京都府教育委員会・公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター
４　後　援 ：向日市教育委員会　   
５　会　場：向日市民会館　ホール　　　　【聴講無料】
　　　　　　〒617-0002　京都府向日市寺戸町中ノ段 17－１



京都府内では原始・古代から他地域との交流を示す考古資料が数多く確認されていま
す。また、中国や朝鮮半島との交流を示す資料も確認されるに至っています。 
今回の記念講演会及びシンポジウム では、「和 魂 漢 才

やまとごころとからざえ

－京都・東アジア交流の考
古学－」と題して、飛鳥・奈良時代から安土桃山時代に至るまでの京都と東アジア及び日
本国内のヒトやモノの交流について迫ります。 
この講演会及びシンポジウムは、広く府民の方々に埋蔵文化財への理解を深めていた

だくことと文化財保護に寄与することを目的に開催するものです。 

主旨

プログラム

12:30 ～ 12:40　あいさつ　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　上田正昭
12:40 ～ 13:10　記念講演　古代東アジアと京都盆地　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当調査研究センター理事長　上田正昭
13:10 ～ 14:00　記念講演　遣唐使“廃止”後の京都と東アジア－平安王朝の背後世界－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当調査研究センター理　事　井上満郎
14:00 ～ 14:15　〈休憩〉
14:15 ～ 14:45　基調講演　飛鳥・奈良時代における東アジアの影響－仏教文化を中心に－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都府立大学教授　菱田哲郎
14:45 ～ 15:05　基調報告　考古資料から見た奈良・平安時代における東アジアとの交流
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当調査研究センター主　査　筒井崇史
15:05 ～ 15:25　基調報告　中世における東アジアとの交流
                                                                     当調査研究センター副主査　伊野近富
15:25 ～ 15:35　〈休憩〉
15:40 ～ 16:30　シンポジウム　　　　　進　　行：当調査研究センター理　事　上原真人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　パネラー：井上満郎氏・菱田哲郎氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊野近富　・筒井崇史　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細川康晴（当調査研究センター課長補佐）　
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一
古代東アジアと京都盆地

公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

　　理事長　上田 正昭

１．『新撰姓氏録』の左京・右京の「諸蕃」
　新撰姓氏録は、出自によって皇別・神別・諸蕃に分けて記載し、最後に未定雜姓（系譜

未詳の氏族）を掲載した。1182 氏の内訳は、左京・右京から和泉国までで、皇別 335 氏・

神別 404 氏・諸蕃 326 氏・未定雜姓 117 氏となっている。

　平安京の左京皇別は 118氏であり、右京皇別は 67 氏であって、左京・右京皇別の合計

は 185 氏となる。左京神別は 82 氏であり、右京神別は 65 氏であって、その合計は 147 氏

であった。ところが左京諸蕃は 62 氏、右京諸蕃は 102 氏で、その合計 164 氏は、左京と

右京の神別氏族の合計を抜いている。いかに平安京に渡来系の氏族が多数居住していたか

をうかがうことができる。

　『新撰姓氏録』の「諸蕃」では「漢」・「百済」「高麗」にわけているが、たとえば「左京

諸蕃上」の冒頭には、「太秦公宿 　秦始皇帝の十三世の孫、孝武王の後なり」とする。

これは中国を「大唐」として、新羅系の秦氏の始祖を秦始皇帝に付会したものであって、

もとより信頼することはできない。「大宝令」や「養老令」の公文書の様式などを定めた

「公式令」の注釋書で、天平 10 年（738）ごろの『古記』に、「隣国は大唐」、「蕃国は新羅」

とみなした中華を敬慕しての始祖の改変であった。したがって「漢」の分類のなかには新

羅系の渡来氏族もかなり含まれている。

２．秦氏の活躍
　高麗氏や漢氏は点的に分布しているのに対して、秦氏は北九州（大宝２年の戸籍や『豊

前国風土記』逸文）から東北の出羽（久保田城漆紙文書）まで面的に居住しており、とり

わけ京都盆地の開発には大きな役割を演じた。

　秦氏のハタについては①機織のハタ説、②梵語の絹布説、③韓国・朝鮮語のパタ（海）

説あるいはハタ（大・多）説などがある。多くの人びとは秦氏をハタ氏とよんでいるが、『古

事記』では「波陀」と書き、『万葉集』巻第 11 の“朱
あかみ

引く秦
はだ

もふれずて寐
ね

たれども心をけ

しく我がおもはなくに „（2399）と歌っているように、本来は「ハダ」とよんでいたので

はないかと考えられる。大同２年（807）に斎部広成が忌部氏の伝承を中心にまとめた『古



二
語拾遺』では、雄略朝のできごととして秦酒公が献上した「絹・綿・肌

は だ

膚に軟らかなり。

故
かれ

秦の字を訓
よ

みて波陀と謂ふ」と伝えている。秦の字はもとハダと読まれていた可能性が

ある。

　それなのに秦氏をハタ氏と称してきたのは何故か。独学で朝鮮半島の古地名の研究にと

りくんでこられた鮎貝房之進説では『三国史記』の「地理志」に慶尚北道のなかに「波旦」

という古地名があるのに注目された。しかし『三国史記』は日本でいえば平安時代末期の

成立であって、その信憑性が長く疑われてきた。1988年の３月であった。共同通信が韓

国慶尚北道蔚珍郡竹辺面鳳坪里で、甲辰年（524）の新羅古碑がみつかったことを報道した。

現地はソウルからかなり遠く、列車とタクシーを乗りついで、日本人では最も早く碑文を

実見した。碑文には確実に「波旦」という古地名があり、「奴人法」あるいは殺牛のまつ

りなども記述した新羅古碑であった。この新羅古碑によってハタ氏のハタは波旦に由来す

ることがきわめて有力となった。現在では秦氏を新羅系とみなし、朝鮮半島南部の東側を

直接のふるさととすることが学界でも主流になっている。
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三

　

               （４）秦河勝
　　　　　　　　　葛野秦寺→広隆寺
　　　　　　　　　　葛野大堰（「古記」）
　　　　　　　　　　松尾大社（大宝元年・秦都理　
　　　　　　　　　　　月読社「秦氏本系帳」）
　　　　　　　　　　　（大宝元年４月３日の勅）
　　　　　　　　　　　（「日本書記」顯宗３年２月の条）
　　　　　　　　　　　「歌荒樔田」
　　　　　　　　　　伏見稲荷大社
　　　　　　　　　　山背（城）国風土記逸文－秦伊侶具

×

→秦伊侶巨
○

　　　　　　　　　　（和銅４年「社司伝来記」）
　　　　　　　　　　長岡京－秦忌寸足長・太秦宅守、平安京－秦忌寸都岐麻呂
　　　　　　　　　　「葛野郡班田図」山田郷ほか７郷　總計 114 人－82名秦氏 72％
　　　　　　　　　　（井上満郎「渡来人」リプロポート）
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　　  洛陽
          △　
　

平安京は 4.9㎞、南北 5.7㎞、
長安城は東西 9.7㎞、南北8.2㎞

※
※

約
１－３

　長安城は東側を万年県とよび西側を長安県
　洛陽城では京中に流れる洛水によって南北を分け、
北を洛陽県・南を河南県をよんだ。
　長岡京では東を東京、西を西京
　当初は平安京を長安とよんだり、洛陽とよんだり
していた。
　岸説によれば應和３年（963）のころ左京は洛陽、
右京は長安が具体化してくる。
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ʲجௐߨԋʳ
飛鳥・奈良時代における東アジアの影響－仏教文化を中心に－

京都府立大学教授　菱田哲郎 　P１～ P８

ʲجௐใࠂʳ
考古資料からみた奈良・平安時代における東アジアとの交流

公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター主査　筒井崇史 　P９～ P14

中世における東アジアとの交流
公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター副主査　伊野近富　P15 ～ P20

設立 35 周年記念講演会・シンポジウム資料

やまとごころとからざえ

和魂漢才
－京都・東アジア　　　の考古学－

ʲجௐߨԋ・ใࠂʳ
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京都府立大学　　　　　

　　教授　菱田哲郎

　仏教の導入に代表されるように、飛鳥時代には東アジアからの新しい知識や技術がもた

らされ、列島の文明化が大きく進展した。京都においても、この新しい動きを物語る遺跡

が多くあり、飛鳥時代における先進地の一つとなっている。その背景には、5 世紀以来、

定着しつつあった渡来人の存在があり、秦氏のみならず高句麗系の諸氏族の果たした役割

は大きかったと推測できる。つまり、飛鳥・奈良時代の文明化の基礎が、すでに古墳時代

から用意されていたとも言えよう。寺院や瓦といった資料から、その背景にある東アジア

との関係を読み解き、新たな文化を受容できた背景を検討することにしたい。

ᶗ　Հཟੜと東アジア

　飛鳥寺の建設　　百済系の僧侶と技術者　　『元興寺縁起并流記資財帳』の塔露
ろ ば ん

盤銘

　　　東
やまとのあや

漢氏が率いる４部の手人たち　　定着した渡来人の参画　　

　山背国葛野郡の古代寺院　　葛
かどのでら

野寺と広隆寺　　嵯峨野の前方後円墳　秦氏の墓域

　　　「葛野秦寺」　　北野廃寺＝平安時代の野寺　　葛野郡の葛野寺

　７世紀前半では大和・河内の限られた場所で寺院の造営　　山背国の先進性

ᶘ　൏্Γנ༼とӉڮ࣏

　隼
はやあがり

上り瓦窯　　飛鳥の豊
と ゆ ら

浦寺の造営と所用瓦の生産　　４基の窯　　620 ～ 630 年代

　　　百済系と高句麗系の瓦　　「高句麗」系の謎　　百済経由？新羅経由？

　　　池山瓦窯の存在　　「高句麗系」瓦の誕生に宇治地域が重要な役割

　宇治橋と宇治橋碑　　大化２（646）年に道登により架橋

　　　『日本霊異記』の道登　　高麗学生とは　　高句麗使節のルートと宇治

　　　山尻（背）の恵満の家の出自　　宇治架橋の必然性



�
ᶙ　ೆࢁのܥྷ۟ߴདྷਓ

　南山城の渡来系文物　　森垣外遺跡　　天竺堂１号墳　　上狛と下狛　　高麗寺

　黄
きぶみのむらじ

文連と平川廃寺　　華麗な周縁文様をもつ奈良時代の瓦（Ｆ型式）

　　　黄文連の一族　　壬申乱頃から活躍　　東大寺の画工　　黄文連本実と仏足石

　久世郡の豪族　　黄文連＝奈良時代に台頭

　　　栗
くりくま

隅（前）氏＝ 7 世紀後半に王家との関係を構築

　　　山
やましろのいみき

背忌寸　　山代国造の系譜　　道登の出自の「山背」はこの山背忌寸？

　久世郡の古代寺院　　正
しょうどう

道廃寺　　久世廃寺　　平川廃寺

　　　

　・高い文化をもった渡来系氏族　　故地との関係を保持　　新たな技術や知識の摂取

　・百済や高句麗の滅亡後の遺民　　高い技術と知識を保持して渡来人社会に溶け込む

　・渡来系氏族を窓口に近辺の氏族も留学生を送り出せたのでは？

　　　　【関連年表】
西暦 和暦 月 記事
588 崇峻元 法興寺（飛鳥寺）造営着手。
596 推古４ 11 法興寺（飛鳥寺）完成。蘇我馬子の子善徳を寺司とする。

　　高句麗僧慧慈・百済僧慧聡が法興寺に住む。
623 推古 31 7 新羅・任那の使節が来朝。仏像等を献上。
645 大化元 6 蘇我本宗家滅亡（乙巳の変）。

8 十師を定め、恵妙を百済寺の寺主とする。
　　国造・伴造の造寺を奨励する。

646 大化２ 道登が宇治橋を架橋する。
663 天智２ 8 白村江の海戦で唐・新羅に敗北。
665 天智４ 2 百済遺民四百余人を近江国神前郡に置く。
666 天智５ 冬 百済遺民二千余人を東国に遷す。
668 天智７ 7 高句麗の使節が越路を経由して来朝する。
669 天智８ 百済遺民七百人を近江国蒲生郡に遷す。
685 天武 14 3 諸国の家ごとに仏舎を作り、仏像・経を置いて礼拝させる。
692 持統６ 寺院の数 545 ヶ寺（『扶桑略記』）
710 和銅３ 3 平城京に遷都。
716 霊亀２ 5 寺院の荒廃を防ぐために数寺を合併させる。

　　諸国の寺家について財物・田園などを検校させる。
728 神亀５ 12 金光明経(最勝王経）を諸国に 10 巻ずつ頒下する。
735 天平７ 6 寺院の併合をやめさせる。
737 天平９ 3 諸国に釈迦仏像・挟侍菩薩を造らせ、大般若経を写させる。
738 天平 10 4 京・畿内・七道諸国で最勝王経を転読させる。
740 天平 12 6 国ごとに法華経 10 部を写し、七重塔を建てさせる。
741 天平 13 2 国分寺建立の詔。

【参考文献】　　　
井上満郎「古代南山城と渡来人―馬場南遺跡文化の前提―」『京都府埋蔵文化財論集　第６集』、2010 年、同センター
上原真人「初期瓦生産と屯倉制」『京都大学文学部研究紀要』42、2003 年
清水昭博『古代日韓造瓦技術の交流史』、2012 年、清文堂
杉本宏「隼上り瓦窯跡発掘 25 年目の検証」『考古学論究』、2007 年、小笠原好彦先生退任記念論文集刊行会
辻本和美「黄文の寺と瓦―平川廃寺軒丸瓦Ｆ型式をめぐって―」『京都府埋蔵文化財論集　第４集』、2001 年、同センター
花谷浩「豊浦寺の高句麗系軒丸瓦」『古代瓦研究　Ⅰ』、2000 年、奈良国立文化財研究所
菱田哲郎『古代日本　国家形成の考古学』、2007 年、京都大学学術出版会
吉田晶「大化前代の南山城―久世郡地域を中心として―」大阪歴史学会編『古代国家の形成と展開』1976 年、吉川弘文館
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図①　飛鳥寺創建の二種の軒丸瓦
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図②　北野廃寺と広隆寺の瓦

図③　秦河勝像

図④　嵯峨野の古墳と遺跡

第 76 図　飛鳥寺創建軒丸瓦（星組）
側面観・正面観（奈良国立文化財研究所）
瓦当径 15.7 ㎝　６世紀末～７世紀初

第 75 図　飛鳥寺創建軒丸瓦（花組）
側面観・正面観（奈良国立文化財研究所）
瓦当径 16.2 ㎝　６世紀末～７世紀初
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図⑦　古代の宇治郡の諸郷　ʢh Ӊ࢙ࢢ࣏ʱʹՃචʣ

Ӊڮ࣏
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図⑨　隼上り瓦窯出土の軒丸瓦と関連遺跡の軒丸瓦　（拠『蓮華百相』橿原考古学研究所附属博物館）

楠葉平野山窯３

楠葉平野山窯４

楠葉平野山窯５
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図⑩　隼上り窯跡と供給先　ʢਿຊ ���� ʹΑΔʣ

図 10　豊浦寺の伽藍　ʢՖ୩ ���� ʹՃචʣ
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代ʹ͓͚Δ࣌ྉ͔ΒΈͨಸྑ・ฏ҆ࢿ古ߟ
東アジアとのަྲྀ

公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

主査　筒井崇史

１．͡Ίʹ

　「今日の日本の文化はどのように形成されてきたか」ということを考えるとき、飛鳥時

代から平安時代にかけての、「古代」という時代の果たした役割はとても大きいものがあ

ります。具体的に言いますと、古墳時代までの文化を基本として、中国や朝鮮半島からさ

まざまな文物を取り入れ、日本独特の文化を生み出していった時代、ということになりま

す。

　古墳時代から飛鳥時代にかけての東アジア世界は激動の時代でした。こうした激動の時

代を背景として、日本は高度な知識や技術を吸収しようと、「国家」が率先して、中国や

朝鮮半島に使者を派遣し、最新の知識や技術、そして文化を摂取することを目的とした国

家間の「交流」を行っていました。

　一方、考古学の分野では、遺構や遺物などの研究から文献に記録されていない「交流」

も明らかにすることができます。考古学の成果からは、在地の有力者や民間レベルでの「交

流」が存在したことも分かります。

　今日の報告では、古代の日本文化の形成に大きな影響を与えた東アジア世界との「交流」

を、「仏教」・「都城」・「文字」という３つキーワードを取り上げて、みていきたいと思います。

２．ڭのड༰と͕Γ

　仏教は、朝鮮半島の百済から伝わりました。

　最も古い寺院の１つである木津川市高麗寺が創建されて以降、京都府内では多数の古代

寺院が造営されました。こうした古代寺院の伽藍や軒瓦などをみると、百済だけではなく、

高句麗や新羅ともさまざまな交流があったことがわかります。

　また、美濃山廃寺では、「ひさご形土製品」、「覆
ふくばちがた

鉢形土製品」と呼ぶ一風変わった土製

品が出土しています。推測によるところが多いのですが、ほぼ同じころ、新羅でも小さな

塔をたくさん造った「造塔供養（小塔供養）」がみられることから、その影響を受けてい

る可能性があります。



��
　８世紀になって仏教が定着してくると、日本固有の信仰であった「神」と「仏」が融合

していきます。こうした信仰形態を「神仏習合」といい、仏教が日本的な信仰へと変容し

ていく１つの形です。こうした信仰にもとづく寺院の１つとして木津川市神雄寺跡があり

ます。神雄寺跡では、仏具として使用された奈良三彩の香炉や小壺などが出土しました。

奈良三彩は唐三彩を模倣したものですが、金属製容器を模倣するなど、唐三彩にはない形

のものが作られました。

３．Έ͜のӦと͘Β͠

　遣唐使など、海外に派遣された使節がもたらしたものの中には、都城制や律令制など、

国家を運営していくために必要なさまざまな制度がありました。

　都城は、律令国家を視覚的に見せるためのものとして、唐の都長安に倣って整備されま

した。京都府内には恭仁京・長岡京・平安京の３つが造営されました。

　木津川市恭仁宮跡は、聖武天皇が造営した宮で、京域は確認されていません。しかし、

恭仁宮跡から少し離れた木津川市上狛北遺跡では、恭仁宮跡と同時期の土器とともに「讃

岐国」と書かれた木簡などが見つかっています。こうした木簡は平城京跡などでたくさん

出土していますが、律令制がどのように運営されていたかなどを知る上で、非常に重要な

資料です。木簡の内容を分析することによって、日本に中国から学んだ諸制度が定着して

いくようすを明らかにすることができます。

　向日市・長岡京市・大山崎町・京都市にまたがる長岡京跡や京都市の平安京跡は、桓武

天皇が造営した都城です。長岡京跡左京二条三坊十五町の発掘調査で明らかになった、当

時の貴族の邸宅は、正殿を中心に、その両側に脇殿が配置されたもので、平城京跡や平安

京跡でも類例が知られています。

　平安京跡は、日本では最後となった中国式の都城です。右京三条二坊十六町「斎宮」邸

宅跡の調査では、長岡京跡などの邸宅跡とは異なり、園池を中心にその周囲に建物群が広

がっているようすが明らかになりました。10 世紀後半ごろのもので、日本風の貴族邸宅

の様式とされる「寝殿造」の原型の 1 つではないかと考えられています。

　また、平安宮豊楽殿跡で出土した緑釉軒瓦は、奈良三彩や緑釉陶器の製作で培われた施

釉技術をもって作られました。

４．Ծ໊จࣈのੜ

　律令制の導入に伴い、行政機構や地方支配のための制度が整えられました。そして、律

令制にもとづくさまざまな文書のやり取りや納税のための付け札の作成などが必要となり

ました。このように律令制の進展に伴って、文字（漢字）の使用が急速に全国各地に広がっ
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ていきました。

　一方、文字を使うようになった古代の日本人は、万葉集に代表されるように、心の思い

を「和歌」という形で表現しました。こうした和歌を、文字を持たなかった日本人は漢字

の音を利用することで、日本語の語順のままに表記することができるようになりました。

これが「万葉仮名」です。近年、実際に和歌を書いた木簡が発見されています。神雄寺跡

出土の歌木簡はそうした木簡の１つです。

　さらに、こうした１字１音を表す漢字をくずしたり、その一部を省略したりして 10 世

紀頃には「ひらがな」や「カタカナ」が誕生します。特に「ひらがな」は和歌に利用され

ることが多く、平安京跡では木簡以外に土器に和歌や「いろはうた」を書き綴ったものが

出土しています。

　

５� ·とΊ

　今回の報告では、「仏教」・「都城」・「文字」という３つのキーワードを取り上げて、古

代の日本文化の形成には中国や朝鮮半島など、東アジア世界から大きな影響を受けていた

ことを示しました。しかし、ほかにもたくさんの知識・技術・文物がもたらされたことと

思われます。

　古代における「交流」の特徴は、物の交流ではなく、仏教や国家運営などといった、知

識や技術が中心であったということです。



��
仏教の受容と普及

第１図　初期の古代寺院の軒丸瓦

第２図　飛鳥時代後半〜奈良時代の古代寺院の軒丸瓦

第５図　神雄寺跡遺構配置図

第４図　美濃山廃寺出土ひさご

　　　　　　　　形土製品 ・軒丸瓦

第３図　樫原廃寺八角塔平面図
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தੈʹ͓͚Δ東アジアとのަྲྀ
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公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

副主査　伊野近富

１．͡Ίʹ

　清少納言の『枕草子』には「あをき瓶（中国越州窯の青磁壺）」を使用して、そこに桜

の枝を挿して清涼殿の一画を飾っていたことが書かれています。漢詩に多く詠われた花は

梅でしたが、和歌に多く詠われた桜はまさに日本を代表する花です。この花を中国の青磁

に生けているのです。

　また、「きよしと見ゆるもの、土器（かわらけ）」とあり、清浄なるものとして土器（か

わらけ）があげられています。釉薬を掛けた中国伝来の青磁と日本の素焼きの土器とは、

焼きものの技術的な優劣ではなく、日本人の感性によって使い分けがされていたのです。

　なお、中国製の椀と土師器の皿がセットとなり、儀式や宴会で使用され始めるのが中世

であり、その用法は、近世初頭まで続きます。

２．ൿ৭とݺΕ͓͍ͨ͋͏ͭΘ

　紫式部の『源氏物語』には、源氏が末摘花の屋敷を訪れ、「御台、秘色やうの唐土」とあり、

ご飯を入れるうつわは秘
ひ そ く

色と呼ばれた美しい中国越州窯の青磁椀であったと書かれていま

す。稀少な輸入品である唐物を儀式ではなく、生活に密着して使用するなど裕福であった

ことを想像させる場面が描かれています。

　藤原道長が建立した宇治市浄妙寺跡で、中国越州窯の青磁水注が出土しています。これ

と同様のやきものが、നՏӃͷ༗ྗऀͰ͋ͬͨ౻໌ࠃݪͷෑ͕͋ͬͨ平安京左京四条一

坊跡で出土しています。

　

３．ਗ਼͕ͨͬന͍͏ͭΘ

　縁が盛り上がった特徴的な白磁椀は、平氏政権による日宋貿易によって平安時代末期に

宋から大量に輸入されました。都である京都はもちろん、京都府内の中世集落遺跡からも

出土しています。それまでの中国製陶磁の使用は、貴族が中心でしたが、地方の武士にま

で一気に広がったことが分かります。かれらは日常生活はもとより経塚や墓にも白磁を入
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れており、豊富な供給量があったことを知ることができます。

　また、奈良時代から平安時代中ごろまで日本で生産された銅銭の使用が一時途絶えてい

たのですが、平安時代末期になって中国の銅銭が大量に輸入されました。当時の貴族は銅

銭を求める人々の姿を見て、今、都に流行るものとして「銭の病」と表現しています。最

近の成果によれば鎌倉大仏は銅銭を溶かして作られたというのです。流通貨幣以外に原材

料としての使い方があったことがわかります。貨幣としての使用は徐々に広がり、13 世

紀後半には納税は米や絹から銭に転換しています。

４．ٛຬ͕ͨͬ੨͍͏ͭΘ

　鎌倉時代になると使用される器が白磁から青磁にかわっていきます。中国龍泉窯で生産

された青磁は全国各地で使用されました。特に、椀の外面に蓮弁を施したものがまず流行

りますが、義満のころは雷文が流行っています。今のラーメン鉢にある文様です。

　義満は日本国王を名乗り、明との交易を推し進めました。この積極性は東アジア諸国に

も届いていたようで、15 世紀初頭に南蛮船が 2 度北陸の敦賀・小浜を訪れています。なぜ、

日本の玄関口であった大宰府・博多がある北部九州ではなく、北陸なのでしょうか。それ

は、義満がしばしば北陸から丹後天橋立を訪れており、この情報をもとに直接面会するた

め南蛮船（これはフィリピンかインドネシアにあった国の船らしい）が九州を素通りした

ためと考えられます。

５．༸と東༸とのަྲྀ

　҆౧࣌ࢁʹΜʹߦΘΕͨ南蛮貿易により数多くの文物が輸入されました。このこ

ろ日本にやってきた宣教師は金箔瓦を葺いた聚楽第や周辺の大名屋敷を見て驚いたという

記録を本国がある西洋に送っています。かつて緑釉瓦を葺いていた平安宮の跡地に建て

られた聚楽第跡で出土した金箔瓦を今回の展覧会でも展示しています。金箔瓦の裏側に

「ME、S]と書かれたものも展示しています。これは、平安京左京近衛西洞院の交差点で出

土しました。

　また、豪商である糸商人の屋敷（平安京内膳町跡）から出土した木簡には「NAGASAQ」

と書かれており、長崎と読めます。中国との生糸交易を進めた京都と長崎などは糸割符仲

間としてつながっており、アルファベットが書かれているということは、中国からさらに

西洋へのつながりを示しています。

６．ल࠼ࡾͨͬ٢͕とછ͚

　現代でも使われている染付け（白地に青色で絵を描いたもの）は戦国時代の終わりごろ
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から徐々に輸入されました。秀吉のころには爆発的にその量は増えます。

　また、カラフルな中国産三彩陶器は商人などの屋敷でも出土しており、都で多く使用さ

れました。江戸時代初期には楽焼きでそのコピーが製造されています。そして、緑色を好

む織部陶に受け継がれ、その技術は現代にも受け継がれています。

　さらに、朝鮮王朝の陶磁器をもとに、唐津焼の生産が開始されました。秀吉の朝鮮出兵

を大きな契機として始まった唐津焼は急速に生産を拡大していきます。

７．ҏສཬの࢝·Γ

　中国が起源の染付けは、西洋へ輸出されました。しかし、中国における明から清への王

朝交代は陶磁器生産にも大きな影響を与え、生産力が落ちてしまいました。そこで、唐津

焼や伊万里の生産力を知ったオランダ東インド会社は 17 世紀前半に生産を依頼し、受注

した生産者らは、伊万里などの磁器を西洋に送りました。これ以降、多量の伊万里製品

が輸出されることとなったのです。英語で CHINAは磁器の代名詞です。それほど中国と

陶磁器とのつながりは深かったのですが、伊万里にとってかわられたのです。ちなみに、

JAPANは漆器の代名詞です。

８．༌ೖಃ࣓ثのग़ྔ

　京都で出土する輸入陶磁器は中国製がほとんどです。10 から 11 世紀の白磁椀は、前代

の越州窯੨磁が平安京に集中するのに対して、その出土範囲は広がりを見せます。12 世

紀になると白磁椀は、京都府内で発掘調査を行った中世の村から必ずと言っていいほど出

土します。これらは中国南部の福建省で生産されたものです。その後浙江省の龍泉窯青磁

が白磁を圧倒するようになります。この状況は 16 世紀はじめまで続きますが、その後染

付け（青花）や白磁の端反り皿などが増え、青磁の出土数は激減します。

９．͓ΘΓʹ

　焼き物の技術は中世を通じて中国が優れており、数多くの磁器が生産・輸出され、日本

はこれを輸入しました。しかし、近世になると日本の伊万里でも磁器を生産するようにな

り、西洋にも輸出するようになります。

　輸入陶磁器に美しさを見いだした感性が、それ以後も受け継がれることになります。
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